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１．はじめに
近年は，少子化，IoTの普及，地域とのつながりの希薄化
などの社会変化により，これまで身近にあった子どもの遊
び場や体験の場が少なくなり，自然体験や社会体験を日常
的に積み重ねて成長する機会が減少している。そのため，
子どもが，遊び方，実物の感触，自然の不思議さ，体験し
て感じる小さな情報や周辺情報などを得ることが難しく
なっている。保育者には，意識的に体験活動や社会活動の
機会を子どもに提供することが求められている。
しかし，保育者の中にも自然体験や社会体験の機会が十
分ではなかった者が増えている。若い保育者や保育者養成
校に通う学生には，自然体験不足や理科離れの傾向が見ら
れている（斎藤健司ら 2014）。井上は「保育現場で自然と
かかわる活動が評価され増加傾向にある一方で，若い保育
者の自然体験が質量共に低下傾向にある」と述べている
（井上美智子　2008）。そのため，保育者養成校において
も，意識的に体験活動や社会活動の機会を作ることが求め
られている。
保育士・幼稚園教諭養成校である新見公立短期大学幼
児教育学科においても，カリキュラムの中に保育実践を想
定した各種体験を組み込み，実践力を高める取り組みを行
っている。それは，七夕，餅つき，節分などの伝承行事と，
水泳実習，雪遊びなどの体験授業である。伝承行事の学習
では，事前に基本的なことを学び，地域の親子や指導者を
招いて交流の場を持つようにしている。学生は，行事の体
験から日本の文化や生活を知ると同時に，子どもやその親
の反応も知ることができる。保育者として子どもに伝統行
事を伝えることができるように，行事の知識や指導法を学
んでいる。自然体験の学習では，事前に学内で基本的なこ
とを学び自分たちで計画を作る。体験時は，自ら楽しんで
自然に積極的に関わる行動力を養うとともに子どもの指
導法についても学ぶ。また，予定が狂ったりハプニングが
起きたりしたときの対応力も養う。本報告では，自然体験
のうち農業体験（サツマイモの栽培）に焦点を当て，10年
間の活動を検証し考察した。
２．農業体験（サツマイモの栽培）の概要
新見公立短期大学幼児教育学科では，学生の実践力を高
めることを目的に，2006年度から市内の農業者と協力をし
て農業体験（サツマイモの栽培）を始めた。
農業体験にサツマイモの栽培を選んだ理由は，サツマイ
モは育てやすく数ヶ月間で生長し，食べることができる植
物であるからである。また，子どもたちが苗植えから収穫
までを楽しんで経験する一連の行為が，好奇心や探求心，
感性を育むことに適していると考えたためである。
主担当の授業は「環境」指導法であるが，他にも複数の
授業が連携をしている。子どもの活動にはいろいろな視点
や発想があることを学生に伝えるため，複数の学問分野が
連携をして教育効果を高めるようにした。「環境」指導法
の授業では，畑を耕し，サツマイモの苗を植えたり育てた
りすることを学ぶ。芋が大きくなってモグラが掘った穴に
ネズミが入って芋を食べに来る時期には「表現」指導法・
造形表現Ⅰの時間にペットボトルで作成したモグラ除け
風車を設置する。保育課程総論Ⅰの授業では，秋の収穫時
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近年，子どもが自然体験や社会体験をする機会が減少している。また，子どもだけでなく保育者も自然体験
や社会体験の機会が少ない者が増えている。そのため，保育者にも，意識的に体験活動や社会活動の機会を提
供することが求められている。保育者を養成する大学においても，これらの力をつけることが大切になってき
ている。保育士・幼稚園教諭養成校である新見公立短期大学幼児教育学科においても，カリキュラムの中に保
育実践を想定した自然体験や伝承体験を組み込み，実践力を高める取り組みを行っている。本報告では，自然
体験のうち農業体験（サツマイモの栽培）に焦点を当て，10年間の活動を検証し考察を行った。
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に子どもと芋ほりに出かけるときの教育計画を考える。ま
た，子どもの食と栄養の授業では，収穫した芋を使った料
理をしている。
農業の指導は，新見市内の農業者に依頼した。この農業
者は以前に新見公立短期大学に勤務して幼児教育学科の
学務を担当していた。そのため，学生の雰囲気や性格，知
識のレベル等を良く把握しており，指導内容や方法につい
ても任せることが出来た。畑はこの指導者の畑を借りた。
畑は大学からバスで30分かかる場所にあるため，当初は，
大学近くの畑を借りることも検討した。しかし，農業者の
指導力が高く，学生及び教員との意思疎通が容易と判断し
たため，この農業者に依頼した。前年度からの土作り，苗
選び，肥料投入のタイミングや量，水やりの調整など，全
般の管理を農業者に依頼した。
学生の畑での農業体験は，5月下旬（苗植え），6月下旬
（畑の手入れ），7月下旬（モグラよけ設置），10月上旬（芋
掘り，焼き芋）に実施した。5月~7月の3回は50人のクラス
が3班に分かれて参加した。10月は50人の学生と大学内の
子育てひろば利用親子約40人が参加した。学生は農業体験
後に感想文を提出した。
３．農業体験活動（2006年～2015年）の検証
（１）参加学生数（人）
（２）農業体験の作業内容
①苗植え
多くの学生は農作業をした経験がない。親や祖父母が農
業をしている学生も数人含まれているが，その学生でさえ
も土を作ったり畑を耕したりするなどをした経験がない
者が多い。そのため，学生ははじめに鍬の使い方を習う。備
中鍬の名前の由来や，鍬の柄と鍬先がはずれないように前
日に鍬先を水につけていることや，疲れにくい鍬使いの姿
勢などを農業者から学ぶ。次に畑に行き，畝作りをする。こ
の時，役割を分担して作業をする。役割として，畝の幅を
測る者，溝を掘る位置を紐で示す者，溝を掘って畝の山（台
形）を作る者，マルチ（黒色のビニールシート）を畝に敷
く者，苗を植える位置を測ってマルチに穴をあける者に分
かれる。学生が自主的に取り組むように，教員や農業者は
役割分担などの指示はしない。はじめのうちは特定の数人
だけが作業をしてなかなか進まないが，そのうちに各自が
自発的に必要とされる役割を引き受けるようになる。各自
が全体の動きを俯瞰して必要とされる働きを考え，なおか
つ先を予測して動くことで作業の効率が良くなることを
体験する。
畝作りが終わったら休憩をする。休憩時には，農業者が
作物の出来不出来を左右する重要な要素である土作りと
苗の話をする。畑の土は，苗植えの前年から落ち葉と米ぬ
かと堆肥を積み重ねて発酵させて，通気性，保水性，保肥
性に富んだ土を作っていることや，苗を植える約10日前に
肥料と石灰を土に混ぜていることなどを伝える。また，苗
は種苗店や農協などで茎のしっかりした苗を選んでいる
ことや，苗を植える前日には水性の肥料を与えて根の定着
を良くしていることなどを伝える。これらの知識は，学生
が保育者になった時に必要であると考え，言葉で伝えるだ
けでなくプリントも配布して知識の定着を図っている。
苗植えでは，サツマイモの苗500本をマルチに開けた穴
に植える。このとき，苗の植え方によって，芋の大きさや
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ᖺᗘ 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
ⱑ᳜࠼ 
㸦5᭶ୗ᪪㸧 17 18 19 22 22 24 24 24 25 24 
⏿ࡢᡭධࢀ 
㸦6᭶ୗ᪪㸧 17 18 16 16 12 13 13 13 14 13 
ࣔࢢࣛࡼࡅタ⨨ 
㸦7᭶ୗ᪪㸧 16 17 17 16 16 17 17 17 17 17 
Ⱎ᥀ࡾࠊ↝ࡁⰞ
㸦10᭶ୖ᪪㸧 50 53 52 54 50 54 54 54 56 54 
 ࡞࠾ࠊࠕⰞ᥀ࡾࠊ↝ࡁⰞࠖࡢ⾜஦ࡣࠊ2011ᖺᗘ࠿ࡽẖᖺࠊᮏᏛෆ࡟タ⨨ࡉࢀࡓᏊ⫱࡚ࡦࢁ
ࡤࢆ฼⏝ࡍࡿぶᏊ⣙ 40ேࡀཧຍࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
 
表１　農業体験の参加学生数
写真１　畝作り
写真２　苗の植え付け作業
保育内容「環境」の教材研究
数に違いが出ることを伝える。苗を水平にして植えると出
来る芋の数が多くなり，苗を垂直にして植えると出来る芋
の数は少なくなるが1つの芋の大きさが大きくなる。畝ご
とに苗の植え方を水平にしたり垂直にしたり斜めにした
りして比較できるようにしている。
②畑の手入れ
苗植えから約１ヶ月後に畑の雑草取りなど畑の手入れ
をする。畑に入ると，サツマイモ以外に様々な植物や昆虫
（成虫や幼虫，卵），鳥，両生類などの生き物が存在して
いることに気づく。農業者が学生にサツマイモの葉の付け
根の２つの穴を見せて，穴から出る甘い液がアリを寄せて
いることを伝え理由を考えさせている。学生はこれらの経
験と学習を通して畑を取り巻く自然豊かな環境と生き物
のつながりを感じている。
昼食時は学生と農業者，教員が協力しあって屋外で焼き
そばを作って食べる。昼食後の休憩は，誰かと話したり，寝
たり，周囲の田園風景を眺めたり，写真を撮ったり，生き
物を採ったり，水を掛け合ったりして，それぞれ自然の中
でくつろぐ方法を見つけて過ごしている。
午後の作業は，お世話になった地域の方へのお礼の意味
も込めて，地域の花壇の草抜きなどの環境整備をしてい
る。
③モグラよけ設置
畑の手入れから約１ヶ月後にモグラよけの設置をする。
モグラが掘った穴にネズミが侵入しサツマイモを食べる。
それを防ぐために風車を設置し，回転する時に出る音を地
中に伝えてモグラを寄せ付けないようにする。風車は「『表
現』指導法・造形表現Ⅰ」の時間にペットボトルや空き缶
を用いて作成している。
モグラよけ設置作業は7月下旬の暑い時期に行うため，
日よけや給水などの暑さ対策も気をつけるように指示し
ている。
④芋掘り，焼き芋
後期の始まる10月の第1週に芋掘りと焼き芋をする。畑
に到着後，クラス全員（約50名）でサツマイモのつるを刈
り取り，芋ほりをする。2011年度からは，本学内に設置さ
れた子育てひろばを利用する親子約40人も一緒に芋ほり
をしている。学生は親子との交流を通して，子どもの反応，
子どもと親の関係，親の視点などを学ぶことができる。
焼き芋は，畑で焚き火をしてその場で食べる。
その他の芋は，授業「子どもの食と栄養」のために持ち
帰り，授業内でいくつかの芋料理を作っている。また，各
自5本から10本持ち帰らせ自宅で調理をして食べる。学生
には，芋を風通しの良い日陰に置くと甘みが増すことを伝
え，なおかつ適切に保存できることを伝えている。
（３）感想文カテゴリー
農業体験による学生への影響を感想文に書かれた内容
をもとに分類し，表２に示した。
４．考察
体験活動の指導力が高い保育者を養成することは，子ど
もの生きる力を育てることに繋がる。Glennは，野外での体
験活動を重視した教育で育った子どもは，伝統的な室内教
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写真１　昼食作り
写真５　芋を並べる子ども
写真４　モグラよけの設置
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育で育った子どもたちよりも高等教育で高い成績を挙げ
ていると述べている（Glenn  2000）。
また，Harlan J.D.らは，子どもも大人も十分な経験や知識
がなければ，物事の判断を直感や多数意見への同調に頼っ
た誤った味方をしてしまう。できごとの原因がわかると，
自分の態度もコントロールできるようになると述べてい
る（Harlan J.D.ら　2007）。幼児期に豊富な自然体験を行
うと，卒園後も多くの自然体験を行うという報告もあり
（山本裕之　2005），幼児期の自然体験は重要である。
幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成26年内閣
府・文部科学省・厚生労働省告示第1号），保育所保育指針
（平成20年厚生労働省告示第141号），および幼稚園教育要
領（平成20年文部科学省告示第26号）では，「周囲の様々
な環境に好奇心や探究心をもってかかわり，それらを生活
に取り入れていこうとする力を養う」とある。そのため，保
育者には幼児の主体的な活動が確保されるよう幼児一人
一人の行動の理解と予想に基づき，空間や物的環境，様々
な遊具や素材，自然環境や人的環境を生かし，環境を計画
的に構成していく技術が求められている。
しかし，保育者に上記のような力が求められていても，
行動に移すには大きな壁があるようである。Harlan J.D.ら
によると，一般的に保育者や教員は体験活動に興味はあっ
ても，体験活動に対する知識が少なかったり，苦手意識を
持っていたりすることから体験活動を教える自信がない
という（Harlan J.D.ら　2007）。中央教育審議会の答申で
は，「近年は，幅広い生活体験や自然体験を十分に積むこ
となく教員等になっている場合も見られる。そのため，自
らの多様な体験を取り入れながら具体的に保育を構想し，
実践することがうまくできない者，あるいは教職員どうし
や保護者との良好な関係を構築することを苦手としてい
る者も少なからずいる」と記されている（中央教育審議会
2005）。子どもたちに興味や関心を持ってもらうために，ま
ずは指導する側の保育者自身が身近な自然現象や科学現
象に興味や関心を持つことが大切である。
新見公立短期大学では，2006年にこの農業体験プログラ
ムを導入し，サツマイモの栽培をとおして，学生の自然現
象や科学現象に対する興味や関心を高め保育実践力を養
ってきた。農業体験で学ぶことはサツマイモの栽培方法だ
けではない。サツマイモの栽培をとおして畑の豊かな生態
系に気づいたり，野外で作業をするための服装や給水の必
要性に気づいたりもできる。このような，サツマイモ栽培
以外のことも体験プログラムを楽しむための重要な要素
である。Bransfordは，意識をしていないところから得られ
る情報は，まとまりを見つけたり，他とのつながりに気づ
いたり，概念を見つけたりする時に有効であると述べてい
る（Bransford  1999）。体験活動は，教室でサツマイモの
生長について学ぶこと以上の情報が得られ，非意識的思考
を高めることにも役立っている。
農業体験では，一見，農作業とは関係のない時間も意識
的に確保して学生に体験させている。それは，農作業の合
間に協力して焼きそばやおにぎりを作ったり，田園風景を
眺めたり，畑で昼寝をしたり，風や太陽を感じたり，水を
かけあったり，近所の子どもや大人と遊んだり話したりす
る時間である。この体験には，幾つかの教育目的があるが，
学生たちに行事の楽しみ方を知ってもらうことが大きな
目的である。学生達が自分の力でそれぞれの楽しみ方を見
つけることができるように農業者と教員が環境を設定し
ている。保育者は自ら積極的に楽しむ姿を子どもに見せる
ことが重要である。Blairは，好ましい体験をすると，様々
なことに上手に対処できているという自信をつけ，集中力
や論理的に考える力を養うと述べている（Blair  2002）。反
対に，子どもが体験中に不安な感じや怖さを感じると探索
をやめたり好奇心や思い出を失ったりするとも述べてい
る（Blair  2002）。子どもたちが好奇心や探究心をもって
体験活動に取り組めるように，保育者は，自身が楽しむ姿
を子どもに見せて効果的な環境を子どもに提供し適切な
援助をすることが求められている。
今回の報告では10年間の農業体験の活動について，保育
内容「環境」の視点からまとめた。他にも，地域との協働
や人間関係，安全など幾つかの視点がある。今後は，この
ような視点からも考察する方針である。また，体験行事の
教育的効果を上げるための体験行事用の評価基準を作る
ことも課題として取り組む考えである。
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